職務経歴書

        

20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在         

氏名：○○　○○
■　職務概要
	大学卒業後、●●商社に経理財務担当として入社。決算実務から資金調達などの財務業務や社内外の数字管轄を主に担当。2018 年より、東証一部上場の●●事業会社にて経営企画職として従事。年次予算の策定や中期経営計画の策定に携わり、ビジネスにおける成長戦略の策定や企画・推進業務において事業拡大に貢献。また、事業の売却をはじめとする幅広い業務に携わる。


■　職務経歴
勤務先名：○○○株式会社（東証一部上場）　　　　　　　　　　　　　　　（勤務期間：20ｘｘ年ｘ月ｘ日～20ｘｘ年ｘ月ｘ日）

◆事業内容：機械メーカー
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘｘ名

	期間
	業務内容

	20ｘｘ年ｘ月

　　　～

20ｘｘ年ｘ月


	部署名：経理財務部　経理課（8名）

	
	【主な業務内容】

・本社や工場、各部門の会計処理の照合や伝票起票

・請求書発行、支払業務、売掛金/買掛金等の債権債務管理

・月次、年次ベースでの単体/連結財務諸表作成（仕訳〜財務諸表作成）
・有価証券報告書や IR 資料等決算関連資料作成

・会計士監査対応

・予実管理および数値分析等の管理会計業務
【ポイント】

請求書発行、支払業務、伝票起票から財務諸表・IR 資料作成まで財務会計業務全般に携わる。また、管理会計業務も経験。


勤務先名：○○○株式会社　（東証一部上場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勤務期間：20ｘｘ年ｘ月ｘ日～現在）

◆事業内容：エネルギー事業
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘｘ名
	期間
	業務内容

	20ｘｘ年ｘ月

　　　～

20ｘｘ年ｘ月


	部署名：経営企画部　事業企画課　（4名）

	
	【主な業務内容】

・成長戦略の策定や企画・推進業務

・製品開発および事業投資についての予算案策定、各部門と連携しての数値分析、資料作成、ボードメンバーへのプレゼン

・各事業責任者と連携し、拡大、縮小、撤退、売却 含む戦略推進。
・各事業のKPI 管理（週次、月次）、マネジメントおよび月次経営会議管理。

	20ｘｘ年ｘ月

　　　～

20ｘｘ年ｘ月
	事業企画課　課長　昇進（部下4名）
・次年度予算の検討および予算確定、年間の経営計画策定
・中期経営計画の策定

・M＆A、提携プロジェクト（不成立含め国内●件、海外●件）

※プロジェクト事務局として、社内メンバー部長以上の管理職及び証券会社、弁護士、会計士等社外のアドバイザーと連携して、デューデリジェンスの実施、シナジーの検討、事業計画の検討、契約締結、独禁法対応に至るまでの実務を担当。


■　保有資格
・簿記２級（２０ｘｘ年）

・ＴＯＥＩＣＲテスト７８０点（２０ｘｘ年）

■　パソコンスキル
Word、Excel、PowerPoint
■　自己PR
会計の実務や経営企画に携わった経験を活かした事例として、M＆A プロジェクトへの参加を経験しています。エグゼキューションの段階から関わりビジネス DD の実施、シナジーの検討・定量化、契約書のレビュー等をチームメンバーと共に社内で実施しました。会計・税務、法務、人事、などの DD は外部アドバイザーを活用しており、実務におけるコミュニケーションを主に担当していました。PMI の段階では、プロジェクト事務局としてリーダーとの協働で相手先との合同ミーティングの実施運営、社内メンバーとの情報共有、相手先事務局とのコミュニケーション、経営会議報告資料の作成等を行っています。
このような経験を通して、会計や数値分析のスキルを管理部門の実務だけなく、各部門を横断した連携や外部とのコミュニケーションに活かすことができるという新たな発見がありました。
今後は、これまでに培った経験を生かして、新しいフィールドでチームに貢献すると共に、より一層専門性を深めていきたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

